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The purpose of this study is to understand the club member's lifestyle structure, as a
fundamental study for the planning of the marketing strategy in the community-based sports
club. The result of the analysis showed that the club member's lifestyle structure was
consisted of six factors: , "Self-realization", "Health", "Rest", " relaxation", "Family", and "
Friendship" . Moreover, it was suggested that the club member's lifestyle structure be a
complex structure itself is composed of various sense of values. On the other hand, the
necessity of the still more examination was left. As a concrete assignment were, 1) The
difference of the sample characteristic was consider, 2) Reexamination to different clubs’









14 年が経過した現在、全国に 3,512 の総合型クラブ（創設準備中クラブも含む）が育成されてい






















（Lazer, 1963; 仁平 , 2004）。また、スポーツを含めたレジャー行動においても、各々のライフス
タイルを反映するとの報告（Perreault et al., 1977; Scott et al., 2005）がなされており、対象者
のライフスタイルを把握することは、クラブ運営において有益なマーケティング資料となり得る。
以上のことを踏まえ本研究では、総合型クラブのマーケティング戦略の立案に向けた基礎的研究










と回答する傾向にあること（内閣府 , 2012; レジャー白書 , 2013）、2）総合型クラブで過ごす時間
は、本来行うべき義務的行為（仕事や労働、就学など）から解放された、自身で自由に活用する
ことのできる時間であることが理由である。また、ライフスタイル測定の方法論に関する問題点
はいくつか指摘されているが（圓丸 , 2009; 清水 , 2006; 2008）、マーケティング活動におけるラ
イフスタイルの有用性や、デモグラフィック要因よりも説明力が高いことが示されていることか
らも（塩田 , 2006; 清水 , 2008）、特定のカテゴリーについて言及することで説明力が高くなると
される、個別ライフスタイルの考え方に基づき、レジャー場面に限定したライフスタイルの測定
を試みる。
Dumazedier（1972）のレジャー概念に基づき、休息に関する項目を 9 項目（Yang et al., 2012;
川西・菊池 , 1990; レジャー白書 , 2012）、気晴らしに関する項目を 16 項目（Chen et al., 2009;
川西・菊池 , 1990; レジャー白書 , 2012）、個人的成長に関する項目を 24 項目（Yang et al., 2012;
川西・菊池・北村 , 1992; レジャー白書 , 2012）、計 49 項目を設定した。また、設定した 49 項目
を Wells ら（1971）のライフスタイルを構成する AIO 基準に照らし合わせ、マーケティングの専
門家 1 名にライフスタイル概念との相違がないかの確認を依頼し、助言を得た。結果として、構
成概念との相違は認められないという結果であった。
設定した 49 項目の精選を目的として、大学生 208 名を対象に集合調査法による質問紙調査を
行った。調査期間は 2013 年 7 月 16 日・22 日・23 日の 3 日間。個人特性項目のほか、ライフスタ
イル 49 項目に対して「あてはまらない」から「あてはまる」までの 5 段階評定尺度を設定して回
答を求めた。性別・年齢・ライフスタイル項目を完答している者のみを採用した結果、有効標本
数（率）は 187 部（89.9％）であった。分析には、統計分析ソフト SPSS Statistics22 を用いた。
総合型地域スポーツクラブのマーケティング戦略に関する基礎的研究 3
（2）分析方法：2次調査
2 次調査では、1 次調査で得られたライフスタイル項目を用いて、2 つの総合型クラブに所属す
る 20 歳以上の会員 423 名を対象に、宿題調査法による質問紙調査を行った。クラブマネジャー、
もしくはクラブ代表者宛てに質問紙を郵送し、各プログラムにおいて総合型クラブ会員に質問紙
を配布、回答を求めた。調査期間を 1 週間設けた後、各クラブにおいて回収、筆者への返送を求
めた。調査期間は、A クラブが 2013 年 11 月 12 日からの 1 週間、B クラブが 2014 年 1 月 15 日か
らの 1 週間で行った。1 次調査と同様に、性別・年齢・ライフスタイル項目を完答している者のみ
を採用した結果、有効標本数（率）は 204 部（48.2％）であった。分析には、統計分析ソフト
SPSS Statistics22 および Amos ver.22 を用いた。
３ 結果
（1）1次調査：対象者の特性
表 1 は、対象者の特性を示したものである。男女の割合はほぼ等しく、男性が 49.7％、女性が
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3 0.34 -0.08 1
4 0.54 0.05 0.36 1
5 0.14 -0.16 0.48 0.21 1
6 0.07 0.16 0.24 0.16 0.24 1
7 -0.03 0.16 -0.06 -0.05 -0.05 0.00 1
1 2 3 4 5 6 7
表 2 レジャーライフスタイル構造
主因子法プロマックス回転による探索的因子分析を行った。因子負荷 .40 を基準として項目の取
捨選択を行った結果、14 項目が除外され、7 因子 31 項目が抽出された。抽出された 7 因子構造に
おける KMO（Kaiser Meyer Olkin のサンプリング適切性基準）は .81 を示し、因子分析の妥当
性が確認された。最後に、抽出された各因子の信頼性を検証する為、クロンバックのα係数を算
出した結果、各因子とも .71 から .83 までの値を示し、信頼性が確認された（表 2）。
第 1 因子は 6 項目で構成されており、ストレスの軽減や解消、開放感などに関する項目で構成
されていることから、「気晴らし因子」と命名した。第 2 因子も 6 項目で構成されており、この因
子では、余暇を家で過ごすことに関する項目で構成されていることから「休息因子」と命名した。
第 3 因子は 5 項目で構成されており、自身の成長に対する評価や、日々への充実感に関する項目
で構成されていることから「充実因子」と命名した。第 4 因子は 5 項目で構成されており、余暇
を他者と過ごすことに意義を感じているとする項目で構成されていることから、「交流因子」と命
名した。第 5 因子は 5 項目で構成されており、健康づくりやスポーツ活動に関する項目で構成さ
れていることから「スポーツ因子」と命名した。第 6 因子は 2 項目で構成されており、生活の中
で設ける個人目標に関する項目で構成されていることから「自己実現因子」と命名した。最後に
第 7 因子は、家族に関する 2 項目で構成されていることから「家族因子」と命名した。
（3）2次調査：対象者の特性
表 3 は、2 次調査の対象者となった総合型クラブ会員の特性を示したものである。性別では女
性の方が多く、特に 60 歳代、40 歳代の会員が多い。9 割以上の者が既婚者であり、職業では「主
東海学園大学紀要 第 20 号6
60 29.4 24 11.9
144 70.6 3 1.5
204 100.0 5 2.5
41 20.3
20 4 2.0 2 1.0
30 31 15.8 86 42.6
40 56 28.6 41 20.3
50 22 11.2 202 100.0
60 58 29.6
70 25 12.8 3 70 34.3
196 100.0 1 2 104 51.0
53.5 ±13.6 1 2 7 3.4
19 9.3
14 7.0 4 2.0


















1 次調査で採用された 31 項目を用いて、総合型クラブ会員のライフスタイル構造の把握を試み
る。初めに、1 次調査で採用された 31 項目を用いて、再度、主因子法プロマックス回転による探
索的因子分析を行った。因子負荷量 .40 を基準として項目の取捨選択を行った結果、7 項目が除
外され、6 因子 24 項目が採用された。抽出された 6 因子構造における KMO は .82 を示し、因子









結果、24 項目から各因子へと示されるパス係数において、Fornell and Larker（1981）が項目の
採用基準とする .71 に満たない項目が見られた為、構成概念との関係を考慮し、パス係数が最も
低かった 3 項目を除外した。採用された 21 項目の確認因子分析におけるモデル適合度は、/df
＝ 1.88、GFI ＝ .87、AGFI ＝ .82、CFI ＝ .89、RMSEA ＝ .07、AIC ＝ 441.61 であった。








デル適合度は、/df ＝ 2.35、GFI ＝ .92、AGFI ＝ .86、CFI ＝ .92、RMSEA ＝ .08、AIC ＝
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199.43 と改善された。複数のモデルを比較検討する際、モデルの相対的な良さを評価する指標で






























0.37 0.30 0.02 .40d
0.03 0.00 0.23 0.10 .65e



































.63、「気晴らし因子」は .58、「家族因子」は .78、「交流因子」は .72 を示した。最後に、構成概
念の信頼性を検討する為に CR を算出した結果、「気晴らし因子」において許容値とされる .60
























































本研究は、平成 25 年度笹川スポーツ研究助成によって実施され、日本スポーツ産業学会第 23
回大会において研究発表した内容を、加筆修正したものである。
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